
日 曜 行事

2 火 体操教室

16 火 体操教室

22 月 身体測定

23 火 避難訓練

24 火 クリスマス会

28 日 年末年始休園～1/4(日)

　　　発行日：2025年 11月 28日

  早いもので、今年も残りわずかとなりました。様々な所でイルミ
ネーションが輝き、子どもたちもクリスマスの話で目を輝かせて
います。
　楽しみがたくさんのこの季節ですが、外の寒さや行事の多さ
で、心も体も少し疲れやすくなる時期です。
　お家でも、ゆったりとした時間を過ごし、温かいごはんやぬく
もりのある会話で、心も体もぽかぽかにして過ごしてください
ね。

まんぼう

すくすくだより 12月

※年末のお休み前に、保育園に置い

てある着替え等を持ち帰ります。

名前や足りないものの確認をして

(フード付きは控えてください）、年

始に持ってきてください。

※寒くなると、つい多めに着込みが

ちですが、子どもは体温が高く、汗

もかきやすいので、大人より１枚少

ない服装を心がけましょう。まず、

下着を着けて体を冷やさないことが

大切です。次に、厚手の服を１枚着

るより、素材の異なる薄手の服を２

枚重ねる方が、空気の層ができて温

かくなり、室温に合わせて脱ぎ着が

しやすくなります。

※11月のご意見・苦情は、0件でし

た。

冬至は、毎年12月21日前後ですが、2025年は12月22日です。

冬至とは、北半球において太陽の位置が一年で最も低くなり、日照時

間が最も短くなる日のことです。太陽は、冬至に最も低い位置となり、

日照時間が短くなりますが、それ以降、日照時間は長くなっていきま

す。そのため、冬至以降「太陽は力を増していく」「運気が上がって

いく」と古来より考えられ、世界各地でお祝いされてきました。

冬至に「ん」のつく食べ物を食べて縁起を担ぐ「運盛り」という風

習があります。「ん」が一つの食べ物より二つ付いた方が、たくさん

の運が呼び込めると言われており、それらの食材をまとめた「冬至の

七種」があります。

「冬至の七種」

「南京」「蓮根」「人参」「銀杏」「金柑」「寒天」「饂飩(うん

どん）うどん」

もう一つ冬至の風習が柚子湯。この習慣は、江戸時代からあったよ

うです。

「冬至」を「湯治」にかけ、「柚子」を「融通が利く（体が丈夫）」

にかけて、お風呂屋さんが始めたとされています。


